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 開会の宣言、議長団選出

谷副委員長による開会の挨拶の後、議長団を選出し

た。会場からの立候補を募ったが立候補者はなく、執

行部から議長に湯瀬裕昭氏（経営情報学部）、副議長に

林恵嗣氏（短期大学部）が推薦され、満場一致で選出

された。 

２ 大会の成立について 

開会時点での総組合員数237名＊に対し、大会参加

者数は195名（出席者数40名、委任状提出者数155名）

と過半数を超えていることが確認され、湯瀬裕昭議長に

より大会の成立が宣言された。 

大会当日は234名と発表されたが、その後3名の入会があったた

め、実際の組合員総数は237名であったため、ここで訂正させてい

ただきます。 

３ 議  事 

第1号議案 

・2020年度活動報告（「議案書」7～21ページ） 

剣持執行委員長より、2020年度（2019年6月～2021

年6月28日）の活動概要について、報告がなされた。

審議の結果、満場一致で議案は承認された。具体的な

活動方針の総括は、「議案書」19～21ページに掲載の

通りである。 

 

1) 職員の労働時間に関する問題の取り組みについて 

・時間外勤務を強制的に終了させて、時間外勤務をし

なければ終わらない仕事量と、時間内で勤務が終了

できる適切な人員配置を怠ってきた本末転倒な状

況に対して、引き続き交渉を重ねた。本年度はコロ

ナ禍の影響で、特に年度始めの学生室の負担が増加

し、時間外労働が増加した。特に問題となったのは

特定の部署におけるマネジメント能力の欠如であ

った。これについては団体交渉で重ねて改善を求め

た。有給休暇強制取得という法改正への対応として、

取得が進まない教員に対して組合側が呼び掛ける

ことで、法人に協力をした。 

 

2) 教育・研究環境の整備について 

・開学から 34 年が経過し、建物や設備の老朽化は深

刻な問題になっている。壁紙の剥がれ、雨漏り、天

井のシミ、壁材の剥がれなど、通常の講義や実験に

支障をきたしている。12月の団体交渉では、法人

側に定期的にキャンパス全体を目視し、点検する

ことにより改修の必要な部分を確認する義務があ

ると申し入れを行った。 

・長年の懸案であるトイレの全面改修問題については、

これまで繰り返されてきた部分修理ではなく、ユ

ニット化によるリモデルに着手しているという説

明を法人側から得ている。また、エアコンの改修に

ついても、研究室に関係する箇所から計画的に取

り組んでいくという法人側の確約を取り付けるこ

とができた。 

 

3）過半数組合としての組合活動の充実 

・本学に勤務するすべての労働者を代表する労働組合

として、教員及び事務職員にも加入の呼びかけを積極

的に行い、過半数の維持に努めてきた。特に、事務局

職員の組合加入を積極的に呼びかけた。 

・無期転換制度により無期に転換した専門員が、無期

転換後に、専門性を活かせない職場への異動を示唆さ

れたり、有期の専門員が3年の期限を前に雇い止めに

されたりするケースなどが増えており、これらの状況

に啓発された職員の加入が増えている。 

 

第2号議案 

・2020度決算報告（「議案書」22ページ） 

石塚委員（20年度会計）より、2020年度の決算（収

入 8,686,789 円、支出 2,604,715 円、差し引き

6,082,074円の翌年度繰り越し）が報告された。 

また、公認会計士の白岩先生による「合意された手

続き 実施報告」（「議案書」23ページおよび大会当日

追加の提示資料）がなされたことについて報告があっ

た。 審議の結果、満場一致で議案は承認された。 



第3号議案 

・2020年度会計監査報告（「議案書」24ページ） 

2020年度監査委員（薬学部 橋本博氏、食品栄養科

学部 伊藤圭祐氏）のうち、橋下氏より会計監査の結果

が報告され、使途及び会計処理が適正であることが確

認された。 

審議の結果、満場一致で議案は承認された。 

 

第4号議案 

・2021年度役員選出について 

（「議案書」25～26ページ） 

昨年の大会で選出されていた選挙管理委員（国際関

係学部・澤崎宏一氏、看護学部・三崎健太郎氏、経営

情報学部・井本智明氏）が登壇し、2021年度役員選出

の議事進行を担った。 

井本委員より、2021年度執行部役員について会場か

ら立候補を募ったが、立候補者がなかったため、事前

に各部局から推薦された執行部役員候補者（「議案書」

25ページに一覧掲載）が登壇し、自己紹介を行った。

井本委員が会場へ、候補者についての質問・意見を募

ったが、質問・意見はなかった。次いで無記名による

信任投票が行われ、選挙管理委員会による開票の結果、

賛成多数で執行部案が信任された。信任を受け、2020

年度の執行部役員の解任が宣言された。 

次いで同様に 2021 年度監査委員および選挙管理委

員についても、立候補がなかったため、執行部案（「議

案書 26 ページに一覧掲載）が提示され、無記名によ

る信任投票が行われた。開票の結果、賛成多数で執行

部案が信任された。 

第5号議案 

・2021年度活動方針（「議案書」27～28ページ） 

中澤新執行委員長から、2021年度の活動方針が説明

された。主な内容は、1．働きやすさの実現に向けた取

り組み、2．学べる環境・研究のしやすい環境の整備、

3．組合員数を増やし、組織力を強化する、である。 

 以上の報告にもとづき、審議が行われ、以下の質疑

応答があった。 

Ｑ：労働時間に関して、36協定の2条と4条にある時

間数が長すぎる。これを減らすことを検討頂きたい。

あわせて、教員の昇任や採用といった人事に関して、

学長と意思疎通して良好な関係を築いて、支障が生じ

ないようして頂きたい。（国際関係学部・北野氏） 

Ａ： 36協定に関しては、しっかり中身を精査して対

応してまいりたい。昨年度は２回、学長と懇談する機

会を持ったが、今年度もそのような機会を通じ、学長

と意志疎通を図って参りたい（中澤委員長） 

以上をふまえて採決が行われ、満場一致で議案は承

認された。 

 

第6号議案 

・2021年度予算（案）（「議案書」29ページ） 

石塚委員（2020年度会計）より、2021年度予算（案）

について説明があり、収入 9,670,348 円、支出

3,860,000 円（内訳：事務費 2,040,000 円、活動費

1,820,000円）の予算案が提案された。 

以上の審議をふまえて採決が行われ、満場一致で議

案は承認された。 

 

 



 

 

 

執行部（14名） 監査委員 （2名） 

 

選挙管理委員（3名） 

。

 


